DISVCOVER OSAKI　おらほのニュース発信します！


田尻地域の冬をマルシェが彩りました
　令和7年12月13日、「たじリウムin田尻地区公民館～  ～」が開催されました。
　本イベントは、田尻地域でマルシェの開催を望む住民の声に応え、有志が集い実現した、誰もが気軽に出店できるマルシェです。4回目となる今回はクリスマスマーケットをテーマに、初の夜マルシェとして開催されました。
　当日はキッチンカーや手作り雑貨の販売など、過去最多となる53店舗が出店しました。また、ワークショップブースもあり、粘土を用いた雑貨作りや端切れを活用したクリスマスリース作りなど、思い思いの作品制作を親子で楽しむ姿が見られました。
　その他、ライブステージやクリスマス抽選会も行われ、来場者は一足早いクリスマスを楽しみました。
写真：マルシェを彩るライブステージ


これからのまちづくりについて話し合いました
令和7年12月14日、「持続可能なまちづくりシンポジウム『Step up!新時代Talk in Osaki』」を開催しました。
このシンポジウムは、地域の次世代を担う新たな人材の発掘と育成を目的としています。当日は、市内で地域づくり活動に取り組む「江合川かわまちづくり協議会」・「三本木未来会議」・「」をゲストに迎えて、各団体の活動紹介やパネルディスカッションを行いました。また、一般の参加者を含めたワールドカフェ形式による話し合いも行われ、立場や世代を超えた対話の中で、まちづくりへの理解を深め合いました。
市では、今後も話し合いを通じて、市民一人一人が主役になることができるまちづくりを進めていきます。
写真：「まちづくりって何だろう」をテーマに多様な視点で話し合いました


みやぎふるさとCM大賞に作品を出品しました
　1月3日にkhb東日本放送で放送された「第24回みやぎふるさとCM大賞」の番組に、本市で制作したCM作品を出品しました。
　今年は、令和7年4月に開校したおおさき日本語学校の留学生が出演し、「日本の魅力が詰まった大崎市『Osaki is Small Japan』」をテーマに制作しました。心と体を癒す温泉や、おいしい水・米・酒、現代に息づく武家文化など、「日本と言えば」が大崎市にはたくさん詰まっている、大崎市は小さな日本であるということを表現しました。
　CM作品は入賞には届きませんでしたが、市公式YouTubeチャンネルで公開しています。日本の魅力、大崎市の魅力をぜひ感じてください。
[bookmark: _GoBack]写真：日本語学校の留学生が大崎市（小さな日本）の魅力を表現しました
